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テーマまとめ

�SPAではクライアントサイドのエラー収集と管理が
重要です

�ただ、SourceMapをきちんと扱わないと収集しても
対処の助けになりません
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インシデント管理は重要です

フレームワークプラグイン等でエラーを検出

Issue Tracking機能で障害の対処状況を管理

Sentry Airbreak
BugTracker

ログ監視による検出はもう古い

サーバーサイドでのエラー検出と管理はもう一般的だが…



SPAの場合、

エラーはサーバーで起きているんじゃない！
クライアントで起きてるんだ！



JavaScriptのエラー収集を有効化…



でも…

Concatination & Minifyされているのでどのソー
スのどこでエラーが起きたか分からない！



というわけで、SourceMap

JSソースの末尾にソースマップファイルのURLが出力される

ビルドツール(browseryfy等)のオプション(debug等)をいじると、

ソースマップファイル

連結＆圧縮前の「ソースファイル名、行番号、列番号」との紐付け情報



すると

スタックトレースがきちんと出力される



ただし

�ブラウザもSourceMapを解釈できる

ディベロッパーツールを開くと連結＆圧縮前のソースが普通に見られる

ちょっとイヤ



SourceMap URLをJSから取り除く

�SourceMapファイルはインシデント管理ツールに別途
アップロードする

本番環境のビルドシステムで自動実行

エラー管理ツールの中でだけ、
ソース情報が見られる(^_^)v



まとめ

�SPAではクライアントサイドのエラー収集と管理が
重要です

�ただ、SourceMapをきちんと扱わないと収集しても
対処の助けになりません

SourceMapを生成してインシデント管理ツールに連携することで、エラー管理の生産性向上！


